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［事案 2023-193］新契約取消請求  

・令和 6年 9月 4 日  和解成立 

※本事案の申立人は、法人である。 

＜事案の概要＞ 

 契約の取消しを求めて申立てのあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

令和 2年 9月に契約した定期保険について、以下の理由により、契約を取り消して既払込保

険料を返還してほしい。 

(1)本契約の商品については、金融庁が業務改善命令を出しており、かつ保険会社が、本契約

の商品の募集活動について保険本来の趣旨を逸脱するものと認めている。 

(2)本契約にかかる募集は、名義変更を前提とする募集であった。 

(3)税制改正後、保険会社退職後の募集人から、当初の目的が果たせなくなったことの説明と、

名義変更手続による節税指南を受け、名義変更手続をさせられた。 

＜保険会社の主張＞ 

以下の理由により、申立人の請求に応じることはできない。 

(1)募集人が本商品を提案した際、留意事項を記載した書面を提示して説明し、契約者から押

印をいただいており、また、同書面には冒頭に税務の取扱い等が変わる場合がある旨が記

載されている。 

(2)税制変更の可能性について、募集人の説明が不適切であったという事実を確認することは

できなかった。 

＜裁定の概要＞ 

1.裁定手続 

裁定審査会は、当事者から提出された書面にもとづく審理の他、契約時の状況等を確認する

ため、申立人および募集人に対して事情聴取を行った。 

2.裁定結果 

 上記手続の結果、本件は和解により解決を図るのが相当であると判断し、当事者双方に対し、

和解を促したところ、同意が得られたので、和解契約書の締結をもって手続を終了した。 

 
 


